
　
　
会
　
　
告

　
平
成
十
四
年
度
史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び

総
会
は
、
予
定
通
り
、
十
一
月
二
日
置
土
）

午
後
一
時
よ
り
京
大
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
公
開
講
演
は
西
山
良
平
、
井
上
浩
一
の
両

氏
に
よ
り
左
記
の
演
題
で
行
わ
れ
、
盛
会
裡

に
終
わ
り
ま
し
た
。

平
安
京
の
〈
家
〉
と
導
入

西
山
良
平
氏

女
性
歴
史
家
ア
ン
ナ
・
コ
ム
ネ
ナ

　
ー
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
政
治
と
歴
史
学
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
浩
一
氏

　
な
お
、
大
会
と
総
会
に
先
立
っ
て
開
催
さ

れ
た
秋
期
定
例
の
理
事
評
議
員
会
に
お
い
て
、

平
成
十
四
年
度
会
務
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
度

　
　
史
学
研
究
会
大
会
講
演
要
旨

　
平
安
京
の
〈
家
〉
と
住
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
　
山
　
良
　
平

　
本
報
告
で
は
、
平
安
京
の
〈
家
〉
と
住
人
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
。

　
十
世
紀
末
期
に
は
、
平
安
京
で
住
入
の
呼
称
・

概
念
が
成
立
す
る
。
ま
た
、
「
家
別
」
に
収
取
が

開
始
さ
れ
る
が
、
こ
の
〈
家
〉
は
直
接
に
は
建
築

と
し
て
の
家
で
あ
る
。
平
安
京
で
は
、
青
侍
が

「
家
ナ
ド
儲
テ
楽
シ
ク
ゾ
有
ケ
ル
」
と
あ
っ
て
、
家

の
所
有
は
黙
認
の
身
分
・
地
位
の
象
徴
と
な
っ
て

い
る
。

　
都
市
や
農
村
で
は
、
「
血
縁
の
な
い
者
」
が
死

去
す
る
と
山
野
や
河
原
に
遺
棄
さ
れ
、
家
族
が
い

る
と
葬
送
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
血
縁
の
な
い

者
」
で
も
家
を
所
有
す
る
と
、
葬
送
は
さ
れ
な
い

が
、
〈
家
で
死
ね
る
〉
。
し
た
が
っ
て
、
死
や
葬
送

は
、
家
族
と
家
の
所
有
の
二
側
面
か
ら
考
察
す
る

必
要
が
あ
る
。
宮
仕
え
の
女
房
や
従
者
は
「
墨
」

が
あ
り
家
が
あ
る
と
、
病
気
に
な
っ
て
も
家
に
退

出
す
る
。
〈
家
で
死
ね
〉
、
葬
送
さ
れ
る
。

　
主
人
や
家
族
の
重
要
な
成
員
は
家
を
糠
と
す
る

資
格
を
持
つ
人
間
で
あ
る
。
一
方
、
従
者
や
下
女

は
家
を
繊
と
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
ず
、
家
の
外
に

追
い
出
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
従
者
は
女
系
に

は
二
類
型
が
あ
り
、
家
を
所
有
す
る
と
、
自
分
の

家
へ
搬
出
さ
れ
、
〈
家
で
死
ね
る
〉
。
家
を
所
有
し

な
い
と
、
路
頭
な
ど
に
遺
棄
さ
れ
る
。
家
の
外
部

（
た
と
え
ば
大
路
）
で
死
ぬ
こ
と
は
「
恥
」
と
意

識
さ
れ
た
。
家
で
死
ね
な
い
人
々
は
、
第
一
に
、

重
犯
な
ど
、
家
を
所
有
し
て
も
そ
の
外
部
で
の
死

を
強
制
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
第
二
に
は
、
家
を

所
有
せ
ず
、
局
住
み
や
路
上
生
活
者
が
あ
る
。

　
女
性
が
出
産
す
る
の
に
も
家
が
必
要
で
あ
る
。

女
性
は
自
分
や
家
族
の
家
で
出
産
す
る
と
推
定
さ

れ
、
家
を
所
有
せ
ず
局
住
み
の
女
房
は
家
を
借
用

し
て
出
産
す
る
。
家
の
借
用
に
は
、
家
主
の
許
諾

が
必
要
で
あ
る
。
主
人
以
外
の
従
者
や
下
女
は
出

産
で
家
を
睡
れ
と
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
自
分
の

家
を
所
有
し
な
い
と
、
別
の
家
を
借
用
す
る
ほ
か

な
い
。

　
「
家
主
」
は
自
分
の
家
へ
病
者
を
受
け
入
れ
る

裁
量
権
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
家
主
は
家
族
（
血

縁
）
ば
か
り
で
な
く
、
「
知
人
」
の
場
合
が
あ
り
、

女
性
の
畠
産
を
許
諾
す
る
権
利
も
持
つ
。
反
面
、

自
分
の
家
を
所
有
し
て
も
他
人
に
依
頼
し
、
他
入

の
家
を
借
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。
知
人
が
葬
送
す
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る
こ
と
も
で
き
、
逆
に
家
族
で
も
追
い
出
し
が
あ

り
う
る
が
、
こ
れ
は
強
く
批
判
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
知
人
で
す
ら
な
く
て
も
、
家
主
の
許
諾
さ

え
あ
れ
ば
、
死
や
産
は
充
分
に
可
能
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
、
家
の
所
有
は
万
能
で
は
な
く
、
安

穏
な
生
活
に
は
家
族
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
る
。

ま
た
、
死
や
産
な
ど
生
命
の
危
機
管
理
の
ほ
か
、

日
常
的
な
社
会
生
活
の
維
持
の
問
題
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
生
命
の
維
持
に
必
要
な
知
人
の
実
態
や
、

隣
人
関
係
（
地
縁
）
の
位
置
付
け
が
今
後
の
課
題

で
あ
る
。

女
性
歴
史
家
ア
ン
ナ
・
コ
ム
ネ
ナ

　
　
ー
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
政
治
と
歴
史
学
一

井
　
上
　
浩
　
一

　
十
二
世
紀
の
女
性
歴
史
家
ア
ン
ナ
・
コ
ム
ネ
ナ

（一

Z
八
三
～
一
一
五
四
年
頃
）
は
、
歴
史
学
が

盛
ん
で
あ
っ
た
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
お
い
て
も
、
も

っ
と
も
優
れ
た
歴
史
家
と
い
わ
れ
て
い
る
。
父
ア

レ
ク
シ
オ
ス
　
世
（
在
位
一
〇
八
　
～
一
＝
八

年
）
の
治
世
を
記
し
た
そ
の
著
作
『
ア
レ
ク
シ
オ

ス
…
世
領
置
は
、
事
実
の
探
求
、
ひ
と
つ
の
テ
ー

マ
を
も
っ
た
ま
と
ま
っ
た
叙
述
、
生
き
生
き
と
し

た
入
間
描
写
な
ど
に
よ
っ
て
高
く
評
価
さ
れ
て
き

た
。　

と
こ
ろ
が
近
年
、
『
ア
レ
ク
シ
オ
ス
一
世
伝
』

の
事
実
上
の
著
者
は
ア
ン
ナ
で
は
な
く
、
彼
女
の

夫
ブ
リ
ュ
エ
ン
出
願
ス
将
軍
1
ー
ア
レ
ク
シ
ォ
ス

の
即
位
以
前
を
扱
っ
た
『
歴
史
臨
を
著
し
た
歴
史

家
で
も
あ
る
一
で
あ
っ
た
と
い
う
説
が
出
さ
れ
、

学
界
に
衝
撃
を
与
え
た
。

　
こ
の
新
説
は
次
の
よ
う
な
議
論
を
展
開
し
て
い

る
。
『
ア
レ
ク
シ
オ
ス
一
世
伝
』
は
戦
争
中
心
の

歴
史
書
で
あ
っ
て
、
宮
廷
に
暮
ら
し
、
文
化
や
教

会
に
強
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
女
性
ア
ン
ナ
が
書

い
た
も
の
と
は
思
え
な
い
。
ブ
リ
ュ
エ
ン
ニ
オ
ス

が
ア
レ
ク
シ
オ
ス
一
世
の
治
世
を
書
く
予
定
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
ア
ン
ナ
自
身
の
言
葉
な
ど
か
ら
も

確
認
で
き
る
。
彼
は
病
の
た
め
、
そ
の
當
頭
部
分

を
『
歴
史
撫
と
し
て
残
し
て
こ
の
世
を
去
っ
た
が
、

治
世
全
体
を
扱
っ
た
草
稿
を
ま
と
め
て
い
た
に
違

い
な
い
。
ア
ン
ナ
は
、
夫
の
死
後
、
こ
の
草
稿
に

手
を
加
え
て
『
ア
レ
ク
シ
オ
ス
　
世
伝
駈
を
書
き

上
げ
た
。

　
『
ア
レ
ク
シ
オ
ス
一
世
藩
札
の
著
者
問
題
に
つ

い
て
、
さ
し
あ
た
り
ふ
た
つ
の
側
面
か
ら
考
え
て

み
た
い
。
①
ア
ン
ナ
の
経
歴
と
、
②
夫
婦
の
著
作

の
比
較
で
あ
る
。

　
①
一
〇
八
三
年
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の

宮
殿
の
「
緋
色
の
間
」
に
生
ま
れ
た
ア
ン
ナ
は
、

前
半
生
を
宮
廷
で
暮
ら
し
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
学

問
（
文
法
・
修
辞
学
・
哲
学
）
を
学
ん
だ
。
と
同

時
に
、
早
く
か
ら
政
治
に
も
強
い
関
心
を
も
っ
て

い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ア
レ
ク
シ
オ
ス
…
世

の
晩
年
に
は
弟
ヨ
ハ
ネ
ス
の
帝
位
継
承
に
横
や
り

を
入
れ
、
つ
い
に
は
ク
ー
デ
タ
ー
さ
え
も
敢
行
し

て
い
る
。
一
一
一
九
年
の
ク
ー
デ
タ
ー
は
失
敗
に

終
り
、
ア
ン
ナ
は
後
半
生
を
修
道
院
で
過
ご
す
こ

と
と
な
っ
た
。
文
化
人
の
サ
ロ
ン
で
も
あ
っ
た
こ

の
修
道
院
で
、
彼
女
は
、
夫
が
果
た
せ
な
か
っ
た

ア
レ
ク
シ
オ
ス
一
世
の
歴
史
の
執
筆
を
晩
年
の
仕

事
と
し
た
。

　
確
か
に
戦
場
に
立
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

政
治
へ
の
関
心
を
も
ち
続
け
て
い
た
ア
ン
ナ
が
、

父
の
最
大
の
治
績
と
し
て
外
敵
と
の
戦
争
を
取
り

上
げ
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
祖
母
ア
ン
ナ
・
ダ

ラ
セ
ナ
が
摂
政
と
し
て
全
権
を
任
さ
れ
た
こ
と
を

強
調
し
て
い
る
こ
と
、
ア
レ
ク
シ
オ
ス
一
世
の
対

ト
ル
コ
政
策
を
賞
賛
す
る
こ
と
で
、
間
接
的
に
弟

ヨ
ハ
ネ
ス
ニ
世
を
批
判
し
た
と
こ
ろ
に
も
、
ア
ン

ナ
の
意
図
に
沿
っ
た
歴
史
編
纂
が
窺
え
る
。

　
②
ブ
リ
ュ
エ
ン
ニ
オ
ス
の
咽
歴
史
』
と
『
ア
レ

ク
シ
オ
ス
一
世
伝
』
が
と
も
に
扱
っ
て
い
る
一
〇
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七
七
～
七
八
年
の
反
乱
（
ブ
リ
ュ
エ
ン
ニ
オ
ス
の

祖
父
が
起
こ
し
、
ア
ン
ナ
の
父
ア
レ
ク
シ
オ
ス
が

鎮
圧
し
た
）
の
記
事
を
比
べ
る
と
、
ア
ン
ナ
の
歴

史
家
と
し
て
の
優
れ
た
能
力
を
窺
う
こ
と
が
で
き

る
。　

自
分
が
生
ま
れ
る
前
の
事
件
を
記
す
に
あ
た
っ

て
ア
ン
ナ
は
失
の
『
歴
史
』
を
参
照
し
た
。
ア
ン

ナ
の
叙
述
に
は
、
現
存
し
て
い
る
ブ
リ
ュ
エ
ン
ニ

オ
ス
の
テ
キ
ス
ト
と
矛
盾
す
る
よ
う
な
文
琶
も
み

ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
不
注
意
に
写
し
間
違
え
た
も

の
で
は
な
く
、
後
世
の
ブ
リ
ュ
エ
ン
面
角
ス
の
写

本
筆
者
が
誤
っ
た
も
の
で
、
ア
ン
ナ
は
原
本
を
正

確
に
読
み
取
っ
た
う
え
で
利
用
し
て
い
る
。
し
か

も
、
反
乱
の
前
半
を
思
い
き
っ
て
削
除
し
た
り
、

聞
き
取
り
に
基
づ
く
独
自
の
情
報
を
盛
り
込
ん
だ

り
し
て
、
ア
レ
ク
シ
オ
ス
一
世
賞
賛
と
い
う
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
金
面
的
に
書
き
改
め
て
い
る
。
『
歴

史
』
に
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
ホ
メ
ロ
ス
の
引

用
も
、
父
を
称
え
る
と
い
う
目
的
か
ら
彼
女
が
積

極
的
に
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
確
か
に
、
ブ
リ
ユ
エ
ン
ニ
オ
ス
の
草
稿
が
な
か

っ
た
と
結
論
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
完

成
さ
れ
た
作
晶
で
あ
る
隅
歴
史
』
を
利
用
す
る
に

際
し
て
も
、
大
幅
に
書
き
換
え
て
い
る
ア
ン
ナ
で

あ
る
か
ら
、
た
と
え
草
稿
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

独
自
の
調
査
を
踏
ま
え
て
、
全
薦
的
に
書
き
改
め

た
で
あ
ろ
う
。

　
私
た
ち
が
読
む
『
ア
レ
ク
シ
オ
ス
～
世
伝
』
は

や
は
り
ア
ン
ナ
・
コ
ム
ネ
ナ
の
著
作
で
あ
る
。
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